
災害等緊急時における対応について（令和６年６月改定） 

                                                          豊橋市立幸小学校 

※緊急児童引き渡しカードの A B C に対応しています。 

※引き取りの際は、必ず「児童引き取りカード」を持参してください。 

A ①大地震発生時 

（１）「南海トラフ地震臨時情報」が提供され，校長が教育活動の中止を判断した場合 

① 在校中 

      「保護者による引き取り」を実施する。通学団下校は行わない。 

→別紙１：『 A大地震発生時 保護者引き取り（全員徒歩）の方法について 』を参照 

② 登下校中 

      児童は登校を継続するが，場合によっては，安全な場所に避難して待機をする。登校後は，

保護者による「引き取り」を実施する。 

③ 家庭にいる場合 

学校から教育活動の再開（登校の指示）があるまでは自宅待機をする。 

※教育活動の再開については，「デンタツくん」にて連絡をする。 

（２）突発的に大きな地震が起き，甚大な被害が出た場合 

① 在校中  

保護者による「引き取り」を実施する。通学団下校は行わない。 

② 登下校中 

安全な場所に避難して待機する。安全が確保でき次第，登校中は学校へ，下校中は自宅へ向

かう。 

③ 家庭にいる場合 

学校から教育活動の再開（登校の指示）があるまでは自宅待機をする。 

※教育活動の再開については，「デンタツくん」にて連絡をする。 

A ②「特別警報」、大雨による「警戒レベル４」発令時 

※特別警報とは，「大雨」，「暴風」，「波浪」，「高潮」，「暴風雪」，「大雪」において，

警報の発表基準をはるかに超えると予想され，重大な災害が発生する恐れが著しく高まって

いる場合に出される。 

① 登校前に発表された場合 

ア 登校させない 

   イ 特別警報解除後も，災害の状況及び今後の気象予報等の情報収集，通学路の安全確認を

行う。児童を安全に登校させうると判断できるまでは登校させない。 

  ② 登校後に発表された場合 

ア 即刻，授業を中止し，災害の状況及び今後の気象予報等の情報収集，通学路の安全確認を

行う。児童の生命と安全確保を第一とし，その時の状況をもとに，学校長の判断のもと，

最善の対応（学校待機，学校外への避難，保護者への引き渡し等）を迅速に行う。 

引き渡す方法は、状況に応じて「デンタツくん」で知らせる。場合によっては全員引き渡

しのため、方面別に時間をずらして引き取りを行う。 

B 【暴風警報】【暴風雪警報】発令時 

 （１）豊橋市に『暴風・暴風雪警報』発表がされている場合 

午前６時までに警報が解除されたときは，平常どおり授業を行います。 

    午前６時を過ぎても解除されないときは，当日の授業は行いません。（休校とします。） 

①登校後に警報が発表された場合 

    ア 『暴風・暴風雪警報』のとき 



気象状況等より判断し，安全に帰宅させることができると判断した場合は，授業を中止

して「緊急時児童引き渡しカード」の「B」で選択されている方法で，すみやかに下校させ

ます。下校時の迎えの混雑や電話等の混乱を回避するため，「デンタツくん」にて下校並

びに，引き取り開始時刻をお知らせします。 

・「通学団下校の児童」 

→担当職員引率による通学団下校をする。 

・「保護者引き取りの児童」 

 →通学団下校完了後、保護者引き渡し。 

別紙２：『 B保護者引き取りの方法について 』のように引き渡しを行う 

C【A、B の警報発令や集中豪雨（線状降水帯など）を 

事前予測し通常より早く下校する場合】について 

ア 原則、教員の引率による通学団下校。 

下校開始時刻を「デンタツくん」で連絡する。 
イ それ以外の下校（学童、デイサービス、引き取りなど）については、当日８時１０分までに

「デンタツくん」でお知らせください。それ以降の変更はできかねます。 

ウ 状況により藤並・高田の通学団の児童は、引き取りを実施。 

 

豊橋市に大雨による 

「洪水（河川氾濫）・土砂災害・高潮」の恐れがある場合 

〈警戒レベル３（「高齢者等避難」）が発表〉 
①  登校前に発表された場合 

ア 原則は通常どおり授業を行う。 

幸校区に警戒レベル３が発表された場合，学校が今後の動向を予測・判断し，「臨時

休校」の措置をとる場合がある。その時には「デンタツくん」を通じて家庭に配信す

る。 

②  登校後に発表された場合 

ア 児童が在校中，幸校区に警戒レベル３以上が発表されると学校が予測・判断した場

合，または，雷落下の恐れがある場合，学校より下校時刻の変更措置をとるという連

絡を「デンタツくん」を通じて家庭に配信する。 

 ※前日から，気象予報等の情報収集を行い，なるべく早い段階で，変更措置をとる。 

   イ 児童が在校中，警戒レベルが急激に増し，警戒レベル３以上が発表された場合，全校

児童を対象に，学校より緊急引き取り下校要請のための連絡を「デンタツくん」を通

じて家庭に配信する。必要な場合には，B 【暴風警報】【暴風雪警報】発令時の「緊

急児童引き渡しカード」の方法で下校する。 

 

〈警戒レベル４（避難指示）が発表〉 
①  登校前に発表された場合 

ア 午前６時までに解除された時は，平常通り授業を行うが，幸校区に警戒レベル３

以上が発表されている場合は，臨時休校とする。 

イ 午前６時を過ぎても解除されないときは，当日は授業を行わない。（臨時休校） 

②  登校後に発表された場合 

ア 直ちに授業を中止し，校内（体育館等）で児童安全の確保を行う。 

イ 全員を緊急時引き取り下校とし，引き取り開始時刻と方法を「デンタツくん」で

知らせる。 
 



別紙１ 【A大地震発生時 保護者引き取り（全員徒歩） の方法について】 

 

 

 

＜引き取り方法＞ 

① 運動場の保護者待機場所で、引き取り開始のアナウンスがあるまで待機する。「児童引き取りカード」を準備しておく。 

② 引き取り開始のアナウンス後、お子さんの学級の引き取り場所に１列で並ぶ。 

③ 引き取り者は，担任に児童の名前を報告し，チェックを受けてから安全に気をつけて帰宅する。 

※スムーズに引き渡しができるように、ご協力をよろしくお願いします。 

【運動場】 
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保護者待機場所 

・徒歩での引き取りになります。 

・必ず「児童引き取りカード」を持参してください。 

・引き渡し場所は運動場です。 

・兄弟関係がある場合，どちらから引き取りをしていただいても結構です。 

 

児 童：名簿順２列  
校舎の方を向いて、クラスの間隔をあけて並ぶ 

・児童が運動場に避難

するまで、ここで待機す

る。 

・児童の避難が完了し

たら，「児童引き渡し開

始」のアナウンスが入

る。 

・引き取り場所の、自

分の子の学級の前に１

列で並ぶ。 



別紙２ 【B保護者引き取り の方法について】 
★必ず「児童引き取りカード」を持参してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②車の場合 

一方通行 

北門から入る 

① 徒歩の場合 

正門から出入り 

① 徒歩で引き取りにくる場合    

② 車で引き取りにくる場合                      

※校内は一方通行です。矢印のように進んでください。運動場は、校内に入れる車の台数を増やす     

ため、できるだけ大回りで移動してください。 

 正門→体育館で引き取り→正門       

北門→運動場→体育館で引き取り→南門 

 


